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地域包括ケアにおける認知症者

※都合により誌面が変更される場合がございます。

今回の特集は障がい者スポーツがテーマである。私の居住地である大分県もこの領域
では実績があるので触れておきたい。障がい者スポーツを紐解くと，大分県別府市出

身の故　中村　裕　博士に辿り着く。中村博士は英国ストーク・マンデビル病院留学での体
験をもとに身体障がい者の社会参加，特に仕事を通しての自立（No Charity, but a 
Chance !）と障がい者スポーツ振興に力を注いだ。大分県身体障害者体育協会や日本身体
障害者スポーツ協会の設立に参画し，1961 年に日本で初めて「大分県身体障害者体育大
会」を開催している。1975 年には第 1 回極東・南太平洋身体障害者スポーツ大会（フェス
ピック大会：アジアパラ競技大会），1981 年の第 1 回大分国際車いすマラソン大会などを
成功に導き，これらの大会は今日まで引き継がれている。また，1964 年の東京オリンピッ
ク後のパラリンピックの開催では中村博士が日本選手団長を務められ日本は金メダル 1，
銀 5，銅 4 で参加 23 カ国（参加者 428 名）で 13 番目であったことを紹介しておきたい（中
村博士についてはホームページ：太陽の家の記事を参考とした）。
　先のリオデジャネイロ・パラリンピックでは金 0，銀 10，銅 14 で参加 76 カ国中メダル
獲得数では 16 位であった。この中にはボッチャの日本チームの銀が含まれるが，そのメ
ンバーには中村博士が創設した太陽の家所属の木谷隆行選手の活躍がある。2020年の東京
パラリンピックでの活躍を期待したい。
　障がい者のスポーツ選手もアスリートとして脚光を浴び，プロとして活躍される方も登
場してきていることは喜ばしいことと思う。しかし誰もがそのようになれるわけではな
く，障がいにかかわる多くの方々がボランティアで支えている側面も忘れてはいけない。
そして，このような現状を少しでも改善していくためには，地域に根づいた障がい者ス
ポーツの振興支援が欠かせないと考える。
　私たちは 2010 年に大分県における健全なる青少年の育成とスポーツの人材育成を図る
とともに，県民の体力向上，健康増進，スポーツ文化の醸成に寄与することを目的に（一
社）大分県スポーツ学会を設立している。事業の一つに 2012 年より開始した，スポーツ
現場でケガなどが発生した場合に，適切に対応できる人材の育成がある。具体的には，ス
ポーツ救護ナース・スポーツ救護員の養成を始め，現在約 650 名を認定し，競技大会主催
者の依頼を受けスポーツ大会時に救護ナース，救護員を派遣して安全・安心な大会をサ
ポートしている。現在は一般スポーツ領域へのサポートであるが，今後は障がい者スポーツ
まで広げ，2020年東京オリンピック・パラリンピックで支援ができないか夢を抱いている。
 編集委員　佐藤浩二
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